
学
校
事
例
●2

教科指導力向上のために、検討会で校内実力テス
トの分析を必ず行う
センター試験の得点に応じた出願先を４パター
ン、生徒と担任が話し合って練り上げる
１学年約40人分（第５回は約３２０人分）の出願
パターンを参加者全員で検討。客観的な判断を下
すと共に、各教師がさまざまな生徒への指導ノウ
ハウを蓄積する
司会の事前準備、週１回の担任会を十分に行い、
検討会を活性化させる

●

●

●

●

志望校検討会のポイント

３年生の志望校検討会の実施時期と内容

回 時　期 参加者目的・内容

４月 全教師

第
１
回

５月下旬 全教師

第
２
回

７月上旬 全教師

第
３
回
10月下旬 全教師

第
４
回
12月上旬 全教師

第
５
回

１月下旬 全教師

第
６
回

３月下旬 進路指導部

入試総括会。前年度第６回の検討
会の結果を基に、教師全員で前年
度の入試結果を総括

新旧担任連絡会。新旧担任の質疑
応答、各学年の指導方針の共有

校内実力テストと模試の結果を分
析・共有。当該学年の裁量による
自由な検討会（夏休みの課題設定、
面談に向けての目線合わせなど）

校内実力テストと模試の結果を分
析・共有。当該学年の裁量による
自由な検討会（気になる生徒をピ
ックアップしての志望校検討など）

校内実力テストと模試の結果を分
析・共有。生徒が担任と共に作成
した四つの出願パターンを基に、
各クラス文系・理系各５人の志望
校を検討

センター試験後、生徒が作成した
四つの出願パターンを基に、２日
間掛けて生徒全員の出願校を検討

入試総括会。入試結果を踏まえ、
１年間の進路指導の反省と課題の
分析を行い、次年度に向けた方針
を共有

静
岡
県
立
富
士
高
校

校
内
実
力
テ
ス
ト
の
分
析
で

生
徒
の
伸
び
し
ろ
を
見
極
め

指
導
の
平
準
化
を
目
指
す

静
岡
県
立
富
士
高
校
は
年
６
回
の
志
望
校
検
討
会
に
、全
校
体
制
で
取
り
組
む
。

生
徒
と
担
任
と
で
練
る
併
願
パ
タ
ー
ン
、担
任
会
で
の
事
前
準
備
、生
徒
の
伸
び
し
ろ
を

見
極
め
る
た
め
の
教
科
指
導
力
の
向
上
な
ど
に
よ
り
志
望
校
検
討
の
精
緻
化
を
図
る
。
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静岡県立富士高校
◎１９２３（大正１２）年に静岡県立旧制中学校として開校。校訓は「克
己心身を練れ」「勤勉実力を養え」「至誠事に当れ」。部活動も活発で、
野球部は過去２回甲子園出場、百人一首部は全国大会１０連覇を成
し遂げた全国屈指の強豪として知られる。

１１年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、東北大、東京大、一橋大、
名古屋大、京都大、大阪大、九州大など２４３人が合格。私立大は、慶應義塾大、
早稲田大、同志社大などに延べ５４５人が合格。

住所　〒416-0903　静岡県富士市松本１７

電話　0545-61-0100

Web Site　http://www.shizuoka-c.ed.jp/fuji-h/

設立　1923（大正１２）年

形態　全日制・定時制／普通科・理数科／共学

生徒数（１学年）　約３２０人
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学
力
を
伸
ば
し
、志
望
を
深
め
る
志
望
校
検
討
会
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静
岡
県
立
富
士
高
校
の
３
年
生
の
志
望

校
検
討
会
が
現
在
の
形
で
定
着
し
た
の
は

15
年
ほ
ど
前
。
以
降
、
３
年
間
の
進
路
指

導
の
核
と
し
て
全
校
体
制
で
取
り
組
ん
で

き
た
。
一
人
ひ
と
り
の
入
試
結
果
は
、
生

徒
個
人
や
担
任
、
学
年
で
は
な
く
、
学
校

全
体
の
責
任
と
捉
え
て
い
る
か
ら
だ
。

　「
年
６
回
あ
る
検
討
会
の
ほ
と
ん
ど
に

１
・
２
年
生
の
担
任
も
参
加
し
て
い
ま

す
。
学
校
全
体
で
生
徒
の
状
況
を
共
有
し

よ
う
と
い
う
意
識
が
定
着
し
て
い
る
の
が

本
校
の
強
み
で
す
」
と
、
進
路
課
で
２
年

生
担
任
の
和
田
里
衣
子
先
生
は
話
す
。

　「
学
年
を
超
え
て
教
師
全
員
で
３
年
生

の
進
路
指
導
に
か
か
わ
る
こ
と
に
よ
り
、

本
校
の
進
路
指
導
の
方
針
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

共
有
し
、
学
年
間
で
の
指
導
の
違
い
を
な

く
し
、
教
師
の
指
導
力
を
平
準
化
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
本
校

の
志
望
校
検
討
会
の
最
大
の
意
義
で
す
」

　
生
徒
や
保
護
者
の
持
つ
情
報
量
の
変
化

も
、
志
望
校
検
討
会
の
重
要
性
を
高
め
て

い
る
。
今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ

り
、
入
試
に
関
す
る
情
報
を
簡
単
に
入
手

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
保

護
者
は
自
分
た
ち
に
都
合
の
良
い
情
報
だ

け
を
信
じ
、
教
師
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
よ

う
と
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。
進
路
指
導
主

事
の
佐
藤
房
生
先
生
は
、
そ
う
し
た
保
護

者
に
説
得
力
を
持
っ
た
話
を
す
る
た
め
に

も
志
望
校
検
討
会
が
必
要
だ
と
話
す
。

　「
生
徒
に
伝
え
る
方
針
は
、
教
師
全
員

で
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
担
任
一
個

人
の
見
解
で
は
な
く
学
校
全
体
の
総
意
と

な
り
ま
す
。
経
験
の
浅
い
教
師
で
も
自
信

を
持
っ
て
指
導
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」

　
志
望
校
検
討
会
は
年
６
回
行
う
が
、
最

も
鍵
と
な
る
の
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
得

点
に
応
じ
た
出
願
パ
タ
ー
ン
を
、
参
加
し

た
教
師
全
員
で
議
論
す
る
12
月
上
旬
の
第

４
回
検
討
会
だ
。
手
順
を
見
て
い
こ
う
。

　
ま
ず
、
第
４
回
検
討
会
の
前
ま
で
に
教

師
と
生
徒
が
話
し
合
い
、
セ
ン
タ
ー
試
験

の
得
点
に
応
じ
て
国
公
立
大
の
出
願
先
を

４
パ
タ
ー
ン
作
成
す
る
（
Ｐ
．14
図
）。
第

１
志
望
校
を
ケ
ー
ス
Ａ
と
し
、
ケ
ー
ス
Ｂ

は
ケ
ー
ス
Ａ
よ
り
20
〜
30
点
低
い
場
合
、

ケ
ー
ス
Ｃ
は
ケ
ー
ス
Ｂ
よ
り
20
〜
30
点
低

い
場
合
、
ケ
ー
ス
Ｄ
は
ケ
ー
ス
Ｃ
よ
り
20

〜
30
点
低
い
場
合
だ
。
私
立
大
志
望
の
生

徒
も
、
同
じ
よ
う
に
４
パ
タ
ー
ン
作
成
す

る
。
３
年
生
担
任
の
秋
永
能
宏
先
生
は
そ

の
意
義
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
セ
ン
タ
ー
試
験
で
思
う
よ
う
に
得
点

で
き
ず
、
慌
て
て
志
望
校
を
選
び
直
し
た

り
、
悲
観
し
て
志
望
を
大
幅
に
下
げ
た
り

す
る
生
徒
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と

え
セ
ン
タ
ー
試
験
に
失
敗
し
て
も
、
気
持

ち
を
切
り
替
え
て
最
後
ま
で
入
試
に
向
か

え
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
事
態
を
想
定
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
」

　
10
月
ま
で
に
、
ま
ず
生
徒
自
身
が
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
４
パ
タ
ー
ン
の
出

願
校
を
所
定
の
用
紙
に
書
き
込
み
、
そ
れ

を
見
な
が
ら
担
任
と
面
談
を
重
ね
て
11
月

ま
で
に
完
成
さ
せ
る
。
こ
の
過
程
は
生
徒

が
志
望
を
明
確
に
し
た
り
視
野
を
広
げ
た

り
す
る
こ
と
に
も
効
果
が
あ
る
と
、
１
年

生
主
任
の
望
月
伸
浩
先
生
は
指
摘
す
る
。

　「
大
学
に
つ
い
て
調
べ
た
り
、
担
任
と

面
談
を
重
ね
た
り
す
る
う
ち
に
、
自
分
に

は
こ
の
分
野
し
か
な
い
と
決
意
を
新
た
に

す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
理
学
部
の
化
学
科

志
望
の
生
徒
が
工
学
部
に
視
野
を
広
げ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
志
望
校

を
徹
底
的
に
考
え
さ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り

自
分
の
志
望
が
明
確
に
な
り
、
将
来
を
具

体
的
に
描
け
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
」

　
そ
し
て
、
第
４
回
の
検
討
会
で
は
、
各

ク
ラ
ス
５
人
の
生
徒
の
出
願
パ
タ
ー
ン
を

参
加
者
全
員
で
話
し
合
う
。

　「
学
力
に
比
べ
て
志
望
が
高
い
」「
セ
ン

静
岡
県
立
富
士
高
校

佐
藤
房
生

S
ato

 F
u

sao

教
職
歴
26
年
。同
校
赴
任
歴
12
年
目
。進

路
指
導
主
事
。「
考
え
る
こ
と
の
面
白
さ
、

楽
し
さ
、大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
」

静
岡
県
立
富
士
高
校

和
田
里
衣
子

W
ad
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o

同
校
赴
任
歴
６
年
目
。２
年
生
担
任
。

「
人
生
に
高
校
時
代
を
グ
ラ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
で
き
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

静
岡
県
立
富
士
高
校

望
月
伸
浩

M
o

ch
izu

k
i N

o
b

u
h

iro
 

教
職
歴
26
年
。同
校
赴
任
歴
７
年
目
。１

年
生
主
任
。「
素
晴
ら
し
い
生
徒
と
共
に

日
々
過
ご
せ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
」

静
岡
県
立
富
士
高
校

秋
永
能
宏

A
k

in
ag

a Y
o

sh
ih

iro

教
職
歴
18
年
。同
校
赴
任
歴
11
年
目
。３

年
生
担
任
。「
生
徒
の
卒
業
時
に
後
悔
し

な
い
こ
と
を
常
に
意
識
し
、行
動
し
た
い
」

３
年
生
の
検
討
会
に

１・２
年
生
の
担
任
も
参
加

生
徒
と
担
任
が
練
っ
た

出
願
先
を
客
観
的
に
判
断
す
る
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タ
ー
試
験
の
結
果
を
見
て
か
ら
判
断
す
れ

ば
よ
い
の
で
は
」「
個
別
学
力
試
験
の
力

に
不
安
が
あ
る
の
で
セ
ン
タ
ー
試
験
で
は

高
得
点
が
必
要
と
な
る
」
な
ど
、
志
望
校

の
妥
当
性
を
指
摘
さ
れ
、
出
願
パ
タ
ー
ン

を
全
面
的
に
見
直
す
こ
と
も
あ
る
と
い

う
。「
セ
ン
タ
ー
試
験
後
に
志
望
校
を
選

び
直
し
て
い
て
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
12

月
の
時
点
で
見
直
す
方
が
は
る
か
に
合
格

に
近
づ
く
の
で
す
」
と
和
田
先
生
は
話
す
。

　
１
学
年
８
ク
ラ
ス
の
た
め
、
計
40
人
の

出
願
パ
タ
ー
ン
を
検
討
す
る
わ
け
だ
が
、

東
京
大
に
挑
戦
さ
せ
た
い
生
徒
、
国
公
立

大
合
格
が
ぎ
り
ぎ
り
の
生
徒
、
部
活
動
に

熱
心
で
今
後
の
伸
び
し
ろ
が
期
待
で
き
る

生
徒
、
真
面
目
だ
が
学
力
が
伸
び
悩
ん
で

い
る
生
徒
、
保
護
者
の
説
得
が
難
し
い
生

徒
な
ど
、
状
況
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。
学
力
層

や
状
況
が
異
な
る
生
徒
の
志
望
校
を
全
教

師
一
丸
と
な
っ
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
一
人
の
生
徒
を
複
数
の
視
点
か
ら
判

断
し
、
ま
た
担
任
は
ク
ラ
ス
以
外
の
生
徒

へ
の
進
路
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
第
２

〜
４
回
で
行
う
校
内
実
力
テ
ス
ト
の
分
析

だ
。
生
徒
の
学
力
を
正
し
く
把
握
し
て
教

科
指
導
に
生
か
す
と
共
に
、
出
願
パ
タ
ー

ン
を
よ
り
精
緻
化
す
る
た
め
の
情
報
源
と

な
る
。
特
に
第
４
回
で
は
、
生
徒
個
々
の

教
科
ご
と
の
得
点
、
解
け
な
か
っ
た
問
題

の
難
易
度
ま
で
確
認
し
、「
地
方
の
国
公

立
大
は
大
丈
夫
だ
が
、
旧
帝
大
ク
ラ
ス
で

は
数
学
が
課
題
と
な
る
」
と
い
っ
た
議
論

を
進
め
る
。

　「
客
観
デ
ー
タ
は
必
要
で
す
が
、
日
々

指
導
し
て
い
る
教
師
に
し
か
分
か
ら
な

い
『
見
え
な
い
学
力
』
こ
そ
が
進
路
指
導

の
鍵
と
な
り
ま
す
。『
最
近
、
答
案
が
書

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
２
月
ま
で
に
は
か

な
り
伸
び
る
の
で
は
な
い
か
』
と
い
う
よ

う
に
、
生
徒
の
日
頃
の
様
子
を
踏
ま
え
て

伸
び
し
ろ
を
推
測
で
き
る
の
が
、
教
師
の

強
み
で
す
。
客
観
デ
ー
タ
だ
け
で
は
見
え

な
い
、
生
徒
の
隠
れ
た
実
力
を
明
ら
か
に

し
、
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
も
志
望
校
検

討
会
の
重
要
な
役
割
で
す
」（
望
月
先
生
）

　
こ
う
し
た
過
程
は
、
教
師
の
進
路
指
導

力
だ
け
で
な
く
、
教
科
指
導
力
の
向
上
に

も
つ
な
が
る
。
校
内
実
力
テ
ス
ト
は
５
教

科
で
実
施
し
、
平
均
点
が
40
点
と
な
る
よ

う
に
教
科
担
当
が
作
問
す
る
。
詳
細
に
総

括
し
て
生
徒
の
実
力
を
確
か
め
、
教
師
の

作
問
力
や
授
業
力
を
高
め
る
。

　「
校
内
実
力
テ
ス
ト
の
分
析
で
は
、
平

均
点
や
正
答
率
だ
け
で
な
く
、
学
年
全
体

や
文
理
ご
と
の
傾
向
、
各
学
力
層
で
取
り

組
ま
せ
る
問
題
集
と
必
要
な
学
習
時
間
も

示
し
て
も
ら
い
ま
す
。
教
科
担
当
に
と
っ

て
は
教
科
指
導
に
生
か
せ
、
分
析
を
聞
く

担
任
は
二
者
面
談
で
他
教
科
に
関
す
る
質

問
に
も
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

特
に
、
若
手
教
師
に
と
っ
て
は
、
進
路
指

導
力
、
教
科
指
導
力
を
共
に
鍛
え
る
絶
好

の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
」（
望
月
先
生
）

　
ま
た
、
校
内
実
力
テ
ス
ト
の
作
問
力
の

裏
付
け
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
が
、
夏

休
み
に
作
成
す
る
「
入
試
問
題
分
析
」
だ
。

分
析
を
重
ね
る
こ
と
で
、「
富
士
高
生
に

と
っ
て
の
各
大
学
の
難
易
」
が
分
か
る
よ

う
に
な
る
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
同
校
の
志
望
校
検
討
会

客
観
的
な
判
断
を
す
る
た
め

他
学
年
の
教
師
が
司
会
を
担
う

第４回志望校検討会の資料図

検討会では第１志望校が北から順になるよう生徒を並べる＊学校資料をそのまま掲載

模試での
判定

第１志望校をケースＡ

センター試験の得点

センター試験の得点がケースＡより
２０～３０点低い場合をケースＢ

個別学力試験の科目と配点

情
報
を
持
ち
寄
り

「
見
え
な
い
学
力
」を
明
ら
か
に
す
る
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特
集

学
力
を
伸
ば
し
、志
望
を
深
め
る
志
望
校
検
討
会
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は
明
確
な
目
的
の
下
に
行
わ
れ
て
い
る

が
、
検
討
会
の
進
行
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
の
は
司
会
役
と
な
る
教
師
で

あ
る
。
司
会
は
単
な
る
議
事
の
進
行
役
で

は
な
く
、
検
討
内
容
に
よ
っ
て
、
こ
の
場

合
は
ど
の
教
師
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う

の
が
適
切
か
、
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
ど
の
よ

う
な
デ
ー
タ
が
必
要
か
と
い
う
こ
と
を
瞬

時
に
判
断
し
、
議
事
を
滞
り
な
く
進
め
る

力
が
必
要
だ
。
そ
の
た
め
、
司
会
は
同
校

で
３
年
生
担
任
の
経
験
の
あ
る
ベ
テ
ラ
ン

教
師
が
担
当
す
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

　「
司
会
を
任
さ
れ
た
時
に
は
、
全
て
の

生
徒
の
デ
ー
タ
を
確
認
し
、
志
望
校
の
妥

当
性
を
自
分
な
り
に
見
極
め
て
お
く
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
気
に
な
る
生
徒
に
つ
い

て
は
、
事
前
に
担
任
の
意
向
を
聞
い
た

り
、
教
科
の
先
生
に
相
談
し
た
り
し
て
お

き
ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間
内
で
話
し
合
い

を
進
め
る
た
め
に
は
、
事
前
準
備
が
何
よ

り
も
大
切
で
す
」（
秋
永
先
生
）

　
第
４
、５
回
の
検
討
会
で
は
、
１
・
２
年

生
の
教
師
が
司
会
を
担
う
。
文
理
の
２
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
検
討
会
を
開
く
た

め
、
３
学
年
団
も
二
分
と
な
る
。
３
年
生

の
教
師
が
検
討
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
で
あ
り
、
ま
た
、
他
学
年
の
教
師

の
方
が
客
観
性
・
公
正
性
を
保
て
る
か
ら

だ
。

　「
担
任
は
時
間
を
か
け
て
生
徒
と
話
し

合
い
を
重
ね
て
き
て
い
る
の
で
、
数
値
的

に
見
る
と
合
格
が
厳
し
く
て
も
『
生
徒
が

そ
こ
ま
で
言
う
の
な
ら
』
と
考
え
て
し
ま

い
、
適
切
な
判
断
が
下
せ
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
情
に
流
さ
れ
ず
冷
静
な
判

断
が
出
来
る
よ
う
、
他
学
年
の
視
点
が
必

要
な
の
で
す
」（
和
田
先
生
）

　
検
討
会
に
際
し
て
は
担
任
団
で
の
目
線

合
わ
せ
も
重
要
と
な
る
が
、
３
年
生
の
担

任
と
学
年
主
任
に
進
路
指
導
主
事
を
加
え

て
開
く
、
週
１
回
の
担
任
会
が
そ
の
役
割

を
果
た
す
。
例
え
ば
、
第
１
回
の
検
討
会

（
新
旧
担
任
連
絡
会
）
は
、
新
３
学
年
団

が
旧
学
年
団
に
質
問
を
投
げ
掛
け
る
形
式

で
行
わ
れ
る
が
、
質
問
の
作
成
や
返
答
は

担
任
会
で
練
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
①

４
月
ま
で
に
新
担
任
団
が
旧
担
任
団
に
質

問
を
投
げ
掛
け
る
、
②
旧
担
任
団
は
検
討

会
ま
で
に
文
書
で
回
答
、
③
新
担
任
団
は

担
任
会
で
回
答
を
精
査
し
、
更
に
踏
み
込

ん
だ
質
問
を
検
討
会
で
ぶ
つ
け
る
と
い
う
。

　「
前
年
度
の
入
試
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や

経
験
の
共
有
も
大
切
で
す
が
、
そ
れ
以
上

に
重
視
す
る
の
は
、
学
年
運
営
に
対
す
る

意
識
付
け
で
す
。
担
任
会
で
質
問
を
考
え

た
り
、
回
答
を
共
有
し
た
り
す
る
こ
と
で

気
持
ち
を
引
き
締
め
、
１
年
間
の
進
路
指

導
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
」（
佐
藤
先
生
）

　
第
４
回
検
討
会
で
出
願
パ
タ
ー
ン
の
検

討
対
象
と
な
る
各
ク
ラ
ス
５
人
の
生
徒
も

担
任
会
で
事
前
に
選
ぶ
。
ま
ず
担
任
が
候

補
と
な
る
生
徒
を
選
び
、
同
じ
よ
う
な
課

題
を
持
つ
生
徒
が
重
な
ら
な
い
よ
う
担
任

会
で
調
整
す
る
。

　
入
試
結
果
が
出
そ
ろ
っ
た
３
月
に
は
、

第
６
回
と
し
て
１
年
間
の
進
路
指
導
を
総

括
す
る
。
出
願
前
に
予
想
し
た
合
格
者
数

と
実
際
の
数
を
比
較
し
、
出
願
は
妥
当

だ
っ
た
か
、
な
ぜ
こ
の
生
徒
は
合
格
し
、

別
の
生
徒
は
不
合
格
と
な
っ
た
の
か
、
忌

憚
の
な
い
意
見
を
述
べ
合
う
。
以
前
は
、

担
任
の
進
路
指
導
力
が
課
題
に
挙
げ
ら
れ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
今
は
教
科
指
導

に
つ
い
て
の
反
省
が
中
心
だ
と
い
う
。

　「
検
討
会
が
し
っ
か
り
機
能
し
、
担
任

間
の
指
導
力
の
差
が
な
く
な
っ
て
き
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
」（
佐
藤
先
生
）

　
今
後
の
課
題
は
、
１
・
２
年
生
の
志
望

校
検
討
会
と
３
年
生
の
志
望
校
検
討
会
を

ど
の
よ
う
に
連
携
さ
せ
る
か
だ
。
１
・
２

年
生
で
も
学
年
団
で
検
討
会
を
開
き
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
週
単
位
の
学
習
時
間
や

模
試
結
果
な
ど
の
デ
ー
タ
を
学
年
団
で
共

有
し
て
い
る
。
ど
の
教
科
が
強
い
の
か
、

伸
び
し
ろ
は
あ
る
の
か
と
い
っ
た
生
徒
の

情
報
を
３
年
生
で
の
指
導
に
生
か
す
と
共

に
、
生
徒
に
も
っ
と
早
く
志
望
校
を
考
え

さ
せ
る
な
ど
、
生
徒
も
巻
き
込
ん
だ
形
で

生
か
し
て
い
く
方
法
を
考
え
て
い
く
と
い

う
。

　「
生
徒
が
中
途
半
端
な
情
報
に
流
さ
れ

ず
、
自
分
の
夢
を
保
護
者
に
語
れ
る
く
ら

い
に
確
固
と
し
た
志
望
を
持
ち
、
自
分
で

人
生
を
進
め
て
い
く
覚
悟
を
、
な
る
べ
く

早
い
時
期
に
持
た
せ
る
こ
と
が
出
来
れ

ば
、
３
年
生
の
進
路
指
導
は
効
果
的
に
進

め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い

ま
す
。
本
校
が
更
に
伸
び
て
い
く
た
め
の

鍵
が
、
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
」（
和
田
先
生
）

１・２
年
生
の
検
討
会
と

３
年
生
で
の
指
導
を
結
び
付
け
る
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